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Cisco UCS Director Open Automation
Cisco UCS Director Open Automation ツールを使用すると、独自の Cisco UCS Director 機能をモジュー
ルとして開発し統合できます。独自のニーズを満たすようにモジュールをカスタマイズできます。

モジュールを使用すると、次の機能を実行できます。

• 独自の Cisco UCS Director レポートおよびレポート アクションの開発

• デバイスのインベントリ作成

• モジュールを介して行うシステム変更のトラッキング

• ワークフローに使用できるタスクの開発

• 繰り返し使用可能なタスクの開発およびスケジュール設定

• 新しいリソース制限の設定

サンプル コードを Cisco DevNet からダウンロードできます。

推奨ツール
シスコは次のツールを使用することを推奨します。

• Java バージョン 1.8

• Eclipse
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Eclipse IDE への Cisco UCS Director Open Automation SDK プロジェクトの
インポート

Open Automation SDK は、Cisco.com download site または Cisco DevNet から入手できます。Cisco
UCS Director SDK リンクをクリックします。サンプル SDK プロジェクトの zip ファイルをファイ
ル システムに解凍します。

次の手順は、Eclipse に SDK バンドルをインポートする方法について説明します。Eclipse を使用
しない場合は、ご自身の開発環境に提供されている手順に従ってください。

手順

目的コマンドまたはアクション

SDK バンドルを取得し、そのコンテンツを適切なフォ
ルダに抽出します。

ステップ 1   

Eclipse を起動します。ステップ 2   

[ファイル（File）] > [インポート（Import）] を選択しま
す。

ステップ 3   

[インポート（Import）] ダイアログボックスで、[一般
（General）] > [既存プロジェクトをワークスペースへ
（Existing Projects into Workspace）] を選択します。

ステップ 4   

[次へ（Next）] をクリックします。ステップ 5   

[ルートディレクトリの選択（Select root directory）] を
選択し、プロジェクトを抽出した場所を参照します。

ステップ 6   

プロジェクトが
自動的にコンパ
イルします。

[終了（Finish）] をクリックします。ステップ 7   

Eclipse の設定
Cisco UCS Director チームは、www.eclipse.org にある Eclipse IDE を開発に使用することを推奨して
います。

はじめる前に

Java Runtime Environment（JRE）1.8 が必要です。
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手順

ステップ 1 Eclipse で、Cisco UCS Director Open Automation SDK のプロパティに移動します。

ステップ 2 [Javaコンパイラー（Java Compiler）] を 1.8 に対するコンパイルに設定し、[OK] をクリックしま
す。

Cisco UCS Director Open Automation SDK の jar ファイルをクラスパスに含めます。また、
プロジェクトの設定が、OpenAutomationSDKのサンプルで提供されている設定をミラー
化している必要があります。

（注）

コネクタのリリース 5.4 へのアップグレード
アップグレードの詳細については、『Cisco UCS Director Upgrade Guide, Release 5.4』を参照してく
ださい。

モジュール
モジュールは、Cisco UCS Director への最上位の論理エントリ ポイントです。

モジュールには、次のコンポーネントを含めることができます。

• タスク：ワークフローを定義する際に使用できるワークフロー タスク。

• レポート：UCS Director UI に表示されるレポート。レポートには、アクション ボタンを含め
ることも含めないことも可能です。

• トリガー：満たされたときに何らかのアクションに関連付けできる条件。例：VM のシャッ
トダウン、VM の起動など。

モジュール開発のガイドライン
新しいデバイスをサポートする新しいモジュールを開発する場合は、以下を確認する必要があり
ます。

• これらのすべてのデバイスをサポートするモジュールが 1 つだけになるように、デバイス
ファミリ用のモジュールを開発します。

• ネットワーク スイッチとストレージ コントローラの両方をサポートするモジュールは開発
すべきではなく、代わりにそれらを 2 つのモジュールに分割する必要があります。理想的に
は、1 つのモジュールがコンピューティング デバイス、ネットワーク デバイス、またはスト
レージ デバイスのみを処理できるように、1 つのモジュールは同じカテゴリに属するデバイ
スのみをサポートする必要があります。
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で Cisco UCS Director にアクセスする必要があります。Windows システムでの SSH アクセスには
PuTTY（http://www.putty.org/ を参照）を使用し、Mac ではビルトインの SSH ユーティリティを使
用します。

手順

ステップ 1 Cisco UCS Director で、[管理（Administration）] > [オープンオートメーション（Open Automation）]
を選択します。
[モジュール（Modules）] 表が開いて、次の列が表示されます。

説明カラム

モジュールの ID。[ID]

モジュールの名前。[名前（Name）]

モジュールの説明。[説明（Description）]

モジュールの現在のバージョン。モジュール開
発者は、モジュールのバージョンの管理方法を
決定する必要があります。

[バージョン（Version）]

このモジュールに最も適切な Cisco UCS Director
のバージョンを表示します。

[互換性あり（Compatible）]

モジュールのテクニカルサポート担当者の連絡
先情報。

[連絡先（Contact）]

モジュールがアップロードされる時間。[アップロード時間（Upload Time）]
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説明カラム

モジュールのステータス。ステータスには、有
効、無効、アクティブ、および非アクティブが
含まれます。

ユーザは、モジュールを有効にするか、無効に
するかを制御できます。有効になっている場合
は、Cisco UCS Director がモジュールの初期化を
試みます。無効になっている場合は、CiscoUCS
Directorがモジュールを完全に無視します。Cisco
UCS Director がモジュールを例外なしで正常に
初期化できる場合、そのモジュールはアクティ
ブです。

アクティブは、必ずしも、モジュール
内のすべてが正しく機能していること
を意味しているわけではなく、単に、
モジュールが起動したことを示してい
るに過ぎません。非アクティブは、
Cisco UCS Director がモジュールの初
期化を試みたときに、重大なエラーが
発生して初期化ができなかったことを
意味します。非アクティブ フラグの
一般的な原因：モジュールが誤った
バージョンの Java でコンパイルされ
たか、モジュールにクラスが含まれて
いなかった。

（注）

[ステータス（Status）]

モジュールが検証済みかどうかを示します。検証済み（Validated）

ステップ 2 [追加（Add）] を選択して新規モジュールを追加します。
[モジュールの追加（Add Modules）] ダイアログボックスが表示されます。ここでは、アップロー
ドする Zip ファイルを指定することができます。

ステップ 3 モジュールの zip ファイルをローカル ファイルから選択し、[アップロード（Upload）] をクリッ
クしてモジュールの zip ファイルをアップロードします。

ステップ 4 [モジュール（Modules）] 表でモジュールを選択してから、[有効（Enable）] をクリックして、モ
ジュールを有効にします。

ステップ 5 Cisco UCS Director を再起動してモジュールをアクティブにします。

ステップ 6 Cisco UCS Director で、[管理（Administration）] --> [オープンオートメーション（Open Automation）]
の順に移動して、モジュールのステータスがアクティブであることを確認します。
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